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特集②    高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるように

基
本
目
標
と
施
策
の
体
系

　
こ
の
計
画
は
、
基
本
目
標
を
「
高
齢

者
が
そ
の
尊
厳
を
保
ち
、
健
康
で
生
き

が
い
を
感
じ
な
が
ら
、
社
会
を
支
え
続

け
る
と
と
も
に
、
支
援
が
必
要
に
な
っ

て
も
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
基
に
、
地
域
ご
と
に
異
な
る
高

齢
者
を
取
り
巻
く
状
況
・
課
題
を
踏
ま

え
、
各
施
策
を
よ
り
効
果
的
に
展
開
す

る
た
め
、「
３
つ
の
基
本
的
な
方
向
」

区分
所得
段階

対象者
基準額
に対す
る割合

保険料
（月額換算）

基
準
額
よ
り
軽
減
さ
れ
る
方

１

生活保護を受けている方
0.45
（※） 2,652円世帯員全員が市町村民税非課税で、本人が老齢

福祉年金を受給している方

２
世帯員全員が市町村民税非課税で、本人の前年
の課税年金収入額と年金以外の合計所得金額の
合計額が80万円以下の方

0.45
（※） 2,652円

３
世帯員全員が市町村民税非課税で、本人の前年
の課税年金収入額と年金以外の合計所得金額の
合計額が80万円を超え、120万円以下の方

0.65 3,830円

４
世帯員全員が市町村民税非課税で、本人の前年
の課税年金収入額と年金以外の合計所得金額の
合計額が120万円を超える方

0.75 4,420円

５

本人が市町村民税非課税（世帯に市町村民税課
税の方がいる場合）で、本人の前年の課税年金
収入額と年金以外の合計所得金額の合計額が
80万円以下の方

0.85 5,009円

基
準
額
の
方

６

本人が市町村民税非課税（世帯に市町村民税課
税の方がいる場合）で、本人の前年の課税年金
収入額と年金以外の合計所得金額の合計額が
80万円を超える方

1.00 5,893円

基
準
額
よ
り
増
額
さ
れ
る
方

７
本人が市町村民税課税で、本人の前年の合計所
得金額が125万円未満の方

1.10 6,482円

８
本人が市町村民税課税で、本人の前年の合計所
得金額が125万円以上200万円未満の方

1.25 7,366円

９
本人が市町村民税課税で、本人の前年の合計所
得金額が200万円以上300万円未満の方

1.50 8,840円

10
本人が市町村民税課税で、本人の前年の合計所
得金額が300万円以上500万円未満の方

1.70 10,018円

11
本人が市町村民税課税で、本人の前年の合計所
得金額が500万円以上700万円未満の方

1.90 11,197円

12
本人が市町村民税課税で、本人の前年の合計所
得金額が700万円以上1,000万円未満の方

2.10 12,375円

13
本人が市町村民税課税で、本人の前年の合計所
得金額が1,000万円以上の方

2.30 13,554円

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

　
65
歳
以
上
の
方
に
負
担
し
て
い
た
だ

く
介
護
保
険
料
は
、
本
年
度
か
ら
平
成

32
（
２
０
２
０
）
年
度
ま
で
月
額
換
算

で
基
準
額
が
５
８
９
３
円
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
よ
り
４
０
０
円
増
加
し
ま
す
。

　
こ
の
保
険
料
は
、
今
後
３
年
間
の
要

介
護
等
の
認
定
者
数
や
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
数
の
見
込
み
な
ど
に
よ
り
推
計

し
た
保
険
給
付
費
等
の
合
計
額
２
3
０

７
億
円
（
内
訳
は
図
２
）
な
ど
に
基
づ

（
表
１
）
を
新
た
に
設
定
し
ま
し
た
。

　
医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
住
ま
い

お
よ
び
日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に

提
供
さ
れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
の
構
築
・
推
進
に
向
け
、
高
齢
者

保
健
福
祉
施
策
の
充
実
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

図２　保険給付費等の見込み
（平成30～32年度）

この特集に関するお問い合わせは、高齢
企画課☎214･8167、FAX214･8191
（介護保険に関しては、介護保険課☎21
4･8246、FAX214･4443）

仙台市高齢者保健福祉計画・介護保険事業
計画は、市役所本庁舎１階市政情報センタ
ー、宮城野・若林区・太白区情報センター
のほか、市ホームページでもご覧いただけ
ます新しい介護保険料は６月中旬に通知します

　平成30年度の保険料は、前年の所得状況等を基にあらためて
計算し、６月中旬に通知します。なお、特別徴収（年金からの差
し引き）の方の４月・６月分の保険料は、４月４日に発送する介
護保険料決定通知書（仮徴収）でご確認ください。
問区役所障害高齢課、総合支所保健福祉課（☎は９ページ）

き
算
出
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
保
険
料

算
定
に
当
た
り
、
市
の
介
護
保
険
財
政

で
保
有
し
て
い
る
基
金
（
35
億
円
）
を

充
て
、
基
準
額
で
月
額
３
９
０
円
の
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
被
保
険
者
ご
と
の
保
険
料
は
、
負
担

能
力
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
段
階
を
設

け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
よ
り
所
得
の

高
い
層
の
段
階
を
１
段
階
追
加
し
て
13

段
階
を
新
設
し
、
10
〜
12
段
階
の
基
準

額
に
対
す
る
割
合
を
変
更
し
ま
し
た

（
表
２
）。

仙台市政だより　30.４. 1仙台市政だより　30.４. 1

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　市では、高齢者がいつまでも健やかに、支援が必要とな
ったときも安心して暮らしていけるよう「仙台市高齢者保
健福祉計画・介護保険事業計画」【計画期間：平成30～32
年度】を策定しました。
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表１　３つの基本的な方向と施策

①健康と元気でいられる環境づくり
●介護予防に積極的に取り組める環境の整備
●スポーツ活動支援
②知識・経験や能力を生かして活躍し続けら
れる機会の充実
●多彩な生涯学習の展開
●社会参加活動の促進

【方向１】健康で生きがいを感じながら活
躍し続けられるために

【方向２】住み慣れた地域で暮らし続ける
ことができるために

④地域の資源やつながり、専門職の連携を生
かした地域の支え合いへの支援
●地域の見守りや支え合い活動の充実に向けた支援
●専門職の力を生かした高齢者の在宅生活の支援
●地域包括支援センターによる支援の充実
⑤認知症の人が安心して暮らせるまちづくり
●認知症の人や家族の視点に立った支援の充実
●医療・介護専門職等の人材育成と連携強化
●認知症に対する理解と地域での支え合いの促進

③必要な支援を得ながら自立した生活を続け
られる体制づくり
●多様な生活支援サービスを提供する体制づくり
●高齢者の虐待防止と権利擁護の推進
●高齢者の居住環境の整備

【方向３】介護サービス基盤が充実し、そ
れを支える人材が確保されるために

⑥介護サービス基盤の整備
⑦高度化する介護ニーズへ対応できる人材の
確保
●サービスを担う人材の確保
●質の高いサービスを提供できる人材の確保

図１　介護サービス基盤整備の目標
（平成30～32年度）

認知症対応型
共同生活介護

180人分

介護老人
保健施設

100人分

特別養護
老人ホーム

850人分

特定施設入居者
生活介護

（有料老人ホーム等）
300人分

小規模多機能型
居宅介護事業所等

12事業所

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え

る
環
境
づ
く
り
を
推
進

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
地
域
で
の
見
守

り
や
支
え
合
い
活
動
の
充
実
に
向
け
た

支
援
や
、
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い
理

解
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
泉
区
寺
岡
、
虹
の
丘
セ
ン
タ
ー
の

担
当
エ
リ
ア
を
そ
れ
ぞ
れ
分
割
し
、
計

52
カ
所
体
制
に
す
る
こ
と
に
加
え
、
高

齢
者
人
口
を
基
準
と
し
た
配
置
職
員
の

増
員
な
ど
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
（
図
１
）
や
、

介
護
人
材
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

表２　仙台市の第１号被保険者（65歳以上の方）の介護保険料
         （平成30～32年度）　
■ が変更点となります。（※）は公費により割合を0.5から0.45に軽減

●「合計所得金額」とは、税法上の合計所得金額から譲渡所得に係る特
別控除額を差し引いた金額です

平成30～32年度合計：2,307億円


